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将棋史研究ノート 7
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1 .はじめに

将棋というゲームは，インドで発生をして日本に伝わっ

てきたと言われている。その伝搬ルートは中間から朝鮮半

島を経由するという考えと，東南アジア経由でタイから伝

わったとする考え(大内1986)があるが，近年，銀将の

動きからタイを経由して伝わったという考え方が主流であ

る。伝わった時期は6世紀頃という考え方(木村2001)と，

10世紀以降とする考え方(増JII1977)があり，未だ決定

を見ていない。しかし，増j[[宏ーによれば， I盤上遊戯の

全般にわたる研究やチェス史に関する園際的な研究組織J

による共同作業や討論の結果， Iチェス及び将棋類の起源

がより明確になったJ(増J1I2013，15頁)としている。そ
れによれば，チャトランガは「紀元五世紀頃にマウカリ王

朝の後継者の宮廷で考案されたJ(同， 16頁)ということ
である。 但し，本書が新書版であるためか， I多くの研究

課題とその論争の経過は省略J(向， 15貰)されており，

具体的な根拠等は明示されていない。

将棋というゲームの伝搬を考えるに当たって，私は駒の

動きの違いやルールの違いから日本将棋の起源に追れない

ものかと考えた。ゲームが伝わる以上，ルールや駒の動き，

その形象などに何らかの関連性が見られるはずである。今

までに「王将(玉将)J (1) (三宅1994). I金将J(三宅
2011)イ銀将J(三宅2013)と見てきたが，王将駒や金将

駒の裏に文字が見られないのは中国や朝鮮の将棋(象戯シ

ャンチーおよび将棋チャンギ)に見られる九宮の影響があ

るものと考え，敵陣に入り込んで「成るj可能性がない駒

であり，銀将駒の動きからはタイのマークルック(もしく

はマックルック)の影響が避けられないものであると推測

した。

しかしこれまでの小文では，日本へのルーツについて結

論めいたものが出せなかった。従って，今後，桂馬，香率，

歩兵などの駒を詳細に観察し，外国「将棋jの駒と比較す

ることで再び日本への伝搬ルートのヒントをつかみたいと

思う。今回は，まず桂馬と香車について考えてみる。

2.駒の動きや性格と外題駒との比較

娃馬の動きとl主格桂馬は，非常に変わった動きをする駒

で，この動きは他に例を見ない。図 1のように 1コマ前進

した後，左右の斜め前へ1箇所ずつ動き，その場所に効く。

盤上の端から 2つめに讃かれている。従って， 1度動くと

隣の縦筋に移動する。しかし，後戻りはできない。この駒

は他の駒と異なり，自の前の駒を飛び越して効き場所に移

動できることである。敵陣の三段目に到達すれば，金将に
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「成るjことができる。ただし，自の前の駒は取ることが

できない。

外国の桂馬にあたる駒(主に「罵J)の動きと性格基本
的には，すべて日本の桂馬の動きが四方に見られる (4倍

の動き)。いわゆる「八方桂」の動きで，駒自体は前進も

後退も自在にできる。こちらも目の前の駒を飛び越して効

き場所に移動できる。敵陣に至っても「成るjことはない。

また，目の前の駒は取ることができないのは日本の綾馬と

同じである。

香車の勤きと性格香車は，前方に端まで効く(図 1)。

盤上の左右両端に置かれ，敵陣の端までを見通す駒である。

l度に 1マスずつ，もしくは端まで一気に動いてもよい。

ただし桂馬同様後戻りはできない。効き筋にある最初の敵

駒を取ることができるが，他の駒を飛び越えることはでき

ない。敵陣3段目に到達すれば金将に[成るJことができ
る。

外国の香車にあたる駒(主に「箪J)の動きと性格 日本

の飛車と同じ動きをする。すなわち，自分の駒を中心に縦

横の方向に盤面の端まで動く。いわゆる「十字飛車jと呼

ばれる動きで，前進後退ともに可能である。日本の香東の

2倍の動きが可能となる。こちらも，効き筋にある最初の

敵駒を取ることができるが，他の駒を飛び越えることはで

きない。敵陣に至っても[成る」ことはない。

3.桂馬と香車の出土例(表1) 

桂馬は17遺跡から38枚が出土している。現在最古の出土

例である奈良県興福寺田境内遺跡からは，天喜六 (1058)

年とされる駒が1枚出土している。最多は180枚の将棋駒

が出土した福井県一乗谷朝倉氏館遺跡から15枚出土してい

る。

香率は10遺跡から29枚が確認されている。最も古い香

車の出土例は岩手県中尊寺境内金剛院跡から， 12世紀前業

(あるいは13世紀頃)の駒が 1枚出土している。香車は，

鎌倉時代以前の出土例が少なく，上記以外は1323年頃に

沈んだとされる韓国新安沖海底船から 3枚見られるのみで

ある。最多は桂馬と同じく福井県一乗谷朝倉氏舘遺跡から

17枚が出土している。

桂馬は，中世に貴族の間で盛んに指されていた中将棋に

は見られない駒であるにもかかわらず，香車より出土例が

多いのは不思議であるといえる。桂馬・香車ともに， 16世

紀以降と考えられる遺跡からの出土例が多いことが挙げら

れる。将棋駒全体の出土遺跡を見ると，この頃に城跡から

の出土例が増えているため，おそらくこの頃に武士の聞に
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表1 桂罵・香車駒の出土遺跡一覧
遺跡名 所在地 時期 桂潟 香車 合計 備 考

興福寺旧境内 奈良県 天喜六(1058)年 l l 「酔象・金将・歩兵jと「歩兵Jの書かれた遺書木札

中尊寺境内金岡1)院 岩手県 12 c前薬(13c ?) 2 l 3 「歩兵・歩兵Jの書かれた墨書木札

玉津田中 兵摩県 13 c初 l l 

安養寺 三重県 鎌倉中期 2 2 

大楯 山形県 鎌倉頃 1 l 

新安沖海底船 大韓韓国 1323年頃 2 3 5 沈没船中より発見

観音寺城下町 滋賀県 16 c中頃 2 2 

一乗谷朝倉氏館 福井県 1567年下狼 15 17 32 酔象1・不明36・r:E将Jの遺書木札

平城京左京三三条三坊三五F 奈良県 15c~16c 後半 1 1 

赤堀城 三重県 1584年以前 l 1 

大坂城 大阪府 16c頃 1 l 2 

手取清水 秋悶県 中世 l l 

大坂城 大阪府 16c末 l 1 

坂本 滋賀県 16c末 1 1 

大坂城 大阪府 1615年~22年 1 1 

特別名勝兼六関 石川県 17jjU己第l四半期 1 1 

港区愛宕下 N~149 東京都 寛永9(1632)年頃 1 1 

三社町 石川県 17c中頃~後半 1 l 

高槻城三ノ丸 大阪府 18c末~19c初 4 2 6 麟麟1・横行1・護行1・不明 11 

名古E量減三ノ丸 愛知県 江戸 l l 瀬戸焼

大坂城 大紋府 江戸 l l 2 

38 291 67 
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将棋が流行りだしたのであろう。

4. まとめ

以上，両駒の動きと性格を見比べてみると，海外駒に比

べて日本の駒は動ける範閉が圧倒的に少ないことがわかる

であろう。桂罵で1/4，香率で1/2に動きが縮小されている。

両駒は現在の日本のルールでは，最小手数で考えると4手

で王手ができ， 5手目で敵玉が「取れる」状態になる。こ

れは，両駒が「成れるJからであり，日本将棋の駒はほと
んどが[成るJ権利を有している。また，海外の駒は最も
動きの弱い「歩兵jに相当する駒のみ敵陣で「成るJこと
が認められている。桂馬，香車の両駒ともに成らなければ

定位置にいる主に「王手jをかけられないし，敵陣の奥ま

で行き着いてしまったら後は使いようのない駒になる。い

わば， I成りJが入らなければ何の存在価値もない死に駒

になってしまうのである。死に駒の多い将棋はゲームとし

ての面白味に欠けるし，博打の対象として見ても利用価値

が甚だ低いものになってしまう。従って，動きの弱い(行

き場のない)駒には「成りJという救済措置が設けられた
ものと考えられる伽将棋が，現在確認される最古の状態

から「成りJが見られるのも，そういったことが理由の一
つに挙げられるものと言えるのであろう。

では何故日本の駒は動きが制限されてしまったのであろ

うか。一つは，桂馬，香車の大本と考えられる駒である「馬j

と「車」の性格であろう。動物の馬は主に騎乗に利用され

ていたものとされるが，桂馬の特異な動きは烏の飛び跳ね

る様を模したものと考えられる。馬は乗り手の手綱捌き一

つで前後左右に移動可能である。

f車」も主に貴族の乗り物であった牛車など，動物が牽

く乗り物として考えられていたのではないか。牛車は前に

向かつて一直線に突き進むのみの乗り物で，猪のようにイ

メージされていたようである。こちらは前進のみで在右に

動いたり後退などは極めて劉難な乗り物であると言わざる

をえない。

ニつ目には桂馬や香車などの置かれる位置から考えられ

る。これらの駒は，現在一般的に金将や銀将より低い駒で

あるとされ，王将から遠い位置に配遣されている。駒の名

称から見ても， I将」クラスが王将の近辺を守り， I罵Jゃ
などの乗り物(もしくは道具)はその外側を占める

配還が見られる。そしてそれらの前には「歩兵jが整然と

一列に並んでいる。これらは，線上での箪隊の配置と似て

おり，それ故将棋は戦争ゲームであると認識されているの

であるが，何時の世も王に近いところに重要な将校クラス

がおり，王から離れるほど下級の兵士が配置されている。

王将から速い桂馬や香車は，扱いの軽い下級の戦力である

と考えられ，大きな動きを持たせず動きを制限したものと

考えられる (3)0

また，馬や車は戦で言うところの乗り物の一つであり，

f将jよりも盤面の端に置かれている。[馬jの動ける場所

は8筒所であり， I車Jは16簡所である。日本将棋の金将

は6笛所，銀将は5箇所しか移動場所がないことからする

と，南端に置かれた乗り物の動きが大きすぎると考えられ

たのかも知れない。それ放，桂馬は2箇所，香車は8箇所

であるが成らない眠り中央へは行けないというように変え

られたと思われる。従って桂馬も香車も左右と後方への動

きが削られてしまったのではないだろうか。

三つめは，将校クラスの金将や銀将は，王将の周辺を細

かく動き田り鳥図の情勢に機敏に対応する役目を持ってい

る。その周りに位寵する綾馬や香車は，従来大きく動き敵

を攻撃する役目を担っていたと考えられるが，動きの大き

い「飛び道具j的な駒の存在が4枚あると言うことは，激

しい空中戦の結果あまりにも勝負が平くっき過ぎたための

やむを得ない遅延措置ではないだろうか附飛び道具の威

力を極力弱めた結果，その代わりに「成りJを与えたもの
と考えられる。

註

(1)現在の呼称は王将・玉将どちらも存在するが，現存最古の興

福寺駒ではヨ三将駒であり，従って臼本化した当初は玉将であった

とする説がある。ちなみに駒の名称も玉金銀など財宝を意識した

もので名付けられていたとされている(増J!l1977)。しかし，最

古とされる奈良県・興福寺!日境内出土駒の1058年より少し新し

い富山県・石名田木舟遺跡第2次調査 (11~ 12世紀)や大阪府・

上清滝遺跡 (1184年頃)，京都府・鳥羽離宮跡第135次調査 (1203

年頃)で王将駒が出土している。また，玉将駒は島根県・富田城

新宮党館跡から1554年以前と見られる駒まで，その問1枚も見つ

かっていない。これは今後の出土例によっても変化するが，少な

くとも現在のところ伝来当初から王将であったのか，爾方存在し

たのかのいずれかの可能性を残している。従って，とりあえず従

来から一般的に言われている「王将jの呼称を使用する。

(2)この考え方は，将棋というゲームをより複雑に面白くするた

めに必要な考え方であり，いずれ駒の再使用に行き着く。

(3)将棋の駒に階級差をみる考えは，現在でも打ち歩詰めに現れ

ている。すなわち，敵の王将を歩兵を打って詰ますことはできな

い。

(4)現在の将棋でも，飛び道具的な駒は，飛車と角行の2枚のみ

である。つまり，将棋というゲームは，勝負が阜くっきすぎても

良くないし，つかなさすぎても良くないという，両者の微妙なバ

ランスのよに成り立っているものと言える。
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